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葉 の 部 分 に
図のような葉
鞘を小さく切






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図− 7．研修後の実践割合． 図− 8．遊びを実践した場所．
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図− 9．遊びを実践した頻度．
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　図−9の毎日のように実践するためには、日ごろからあら
ゆる機会を通して植物に大きな関心を持ち続けなければ困
難である。そこで、「仕事以外で植物に触れる機会はありま
すか？」と問いかけたところ、「ある」が26名、「ない」が
20名であった（割合は図−10に示した）。研修後植物遊びを
何らかの形で実践した保育士の中で、仕事以外で植物に触
れる機会があったかどうかを確認したところ、「ある」が21
名、「ない」が15名、であった。日頃から植物に触れる機
会が多い保育士の方がやや実践体験も多い傾向が認められ
た。
　現場実践した植物遊びの中で、どの植物が多く使われた
のであろうか。これは、幼児に適切な遊びや、保育士の植
物知識の内容を知るうえで重要であると考えられる。具体
名を回答してもらい、それをまとめたのが図−11である。
　図を見ると、ネコジャラシが圧倒的に多く26例あった。
次いでオシロイバナ、ススキ、タンポポ、スギナ、カラス
ノエンドウ、イチョウ、マテバシイ、などが多いことがわ
かる。一方、まったく使われなかったのがスズメノテッポウ、
カヤツリグサ、コウヤマキ、イタドリ、しの竹、ミョウガ
などであった．これらは保育士にとってなじみが薄いこと
がわかる。佐藤（2011）が実施した植物の知識調査ではミ
ョウガなどは多くが知っていたと回答しているが、これは
食べる部分のことであり、葉については知識がないのでは
ないかと推測される。またスズメノテッポウなどは近所に
水田がないとなかなか発見しにくいと考えられる。カヤツ
リグサ、イタドリ、コウヤマキなどは実際に生育している
ものを観察しないと認識が難しいかもしれない。
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図− 10．遊びを実践した頻度．
5．まとめ
　本研修会の実施と調査結果から、現場の若い保育士には
次のような特徴が認められた。
a）勤務して2〜3年目の保育士は、草花遊び体験がそれほ
ど豊富とはいえない。
b）しかし、ネコジャラシの毛虫遊びなどは比較的日常的に
行っている。
c）保育士は植物の名前を知らないことが多い。
d）現場の保育士は、植物遊びに習熟することを強く望ん
でおり、研修を楽しみながら現場に活かそうと考えてい
る。
e）研修を現場で実践するには更なる工夫と研鑽が必要で
ある。
　特に、若い保育士たちは植物に代表される自然と子ども
の間をつなぐ役割を果たしたいと熱心に願っていることが
伺えた。アンケートの後に自由記述していただいた感想を
読むと「身近なものでこんな面白い遊びができるとは知ら
なかった」「すぐにでも実践できる」「もっとたくさん学び
たい」など積極的に評価する意見が多かった。
　一方、穐丸ら（2007）および佐藤（2011）が述べたよう
に若い保育士は自然体験が不足しており、特に身近な植物
を使ってどのように遊んだらよいのか、がわからないで困
っている。環境教育や自然教育の必要性が叫ばれているが、
そのためには自然に触れること自体が重要な体験ではある
が、それらと積極的に関わる遊びの重要性がもっと認識さ
れるべきではないだろうか。その際、4．（D）で述べたよう
に植物の名前と生育場所をよく知っておく必要がある。
　さらに、今回実施した遊び研修の多くは日本の伝統的な
遊びであり、これらが世代間で断絶しつつある現代こそ、
伝承者としての保育者の役割が大きいといえよう。
　保育士を養成し、研修させる立場にある者として、今回
の結果を基に、より有効な方法を構築していかなくてはな
らない。たとえば、草花遊びと植物名の学習をセットでお
こなったり、野外で実施するなどの工夫によって、より効
果的な活動が可能となるであろう。更にこれらの研修を現
場で実践して成果を発表しあい、問題点を共有することも
必要であろう。
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